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発刊のことば

　日本語の音声コミュニケーションとその教育を専門に考える研究会「日本語音声

コミュニケーション教育研究会」を，私たちが日本語教育学会のテーマ研究会とし

て作ったのが 2006 年の 4 月です。7 年目（2013 年）に会誌を発刊し、11 年目（2017 年）

に、日本語教育学会とは独立した学会になりました。それに伴い、研究会誌も今号

からは学会誌になります。ご協力を賜りました方々に心よりお礼申し上げたいと思

います。ありがとうございます。

　『日本語音声コミュニケーション』（英語名 Japanese Speech Communication）

は，マルチメディアを駆使したオンラインジャーナルです。紙媒体の雑誌や本と違っ

て，動画そのもの，音声そのものを掲載することができ，掲載されたものは世界じゅ

うで視聴されます。文字では書き表せないような，ちょっとした「日本的」な仕草

でも，日本語を発音している被験者の口の中を撮った MRI 動画でも，日本語の教

室の様子でも，世界に向けて発表することができます。

　日本語の音声コミュニケーションとその教育に関する私たちの理解をさらに深

め，研究を活性化していくために，本誌をご活用下さいましたら幸甚です。

2018 年　3 月吉日

「日本語音声コミュニケーション学会」代表幹事

定延利之
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雑誌の案内（投稿の方法、連絡先）

『日本語音声コミュニケーション』（ Japanese Speech Communication）は，日本語音声

コミュニケーション学会の会員であれば，どなたでも投稿できます。（但し，会員以

外からの投稿も査読委員会の判断で認めることがあります。）

研究会の「入会案内」については，下記の web ページをご参照下さい。

http://www.speech-data.jp/nihonsei/apply.html

「投稿要領」と「査読委員会会則」については，下記の web ページをご参照下さい。

http://www.speech-data.jp/nihonsei/seika.html
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その他のお問い合わせは，下記までお願い致します。

定延利之（さだのぶとしゆき）（代表幹事） 

 sadanobu.toshiyuki.3x[at]kyoto-u.ac.jp  （[at] の部分を @ に変えてご送信下さい。）

 〒 606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学大学院文学研究科 



編集後記

　日本語音声コミュニケーション学会は、日本語の音声コミュニケーションとその

あるべき教育の姿を調査・研究することによって、日本語音声コミュニケーション

研究とその教育の質的向上に貢献することを目的とし、2006 年に日本語音声コミュ

ニケーション教育研究会として発足しました。2013 年には、世界的にも珍しい、

音声と画像、動画を掲載できる電子雑誌『日本語音声コミュニケーション ( Japanese 

Speech Communication)』を創刊、そして、2017 年に学会となりました。現在は、

年会費 2,000 円をいただいています。

　学会への移行に伴って、規約、投稿要領が改定されました。その際、［投稿要領］

の投稿区分に「実践報告」が加わりました。「理論に裏打ちされた意欲的な教育実践

の記述とその分析、または、新しい教授法の提案につながる試み」と説明いたしま

したが、本当は、「よく考えて工夫した授業のきちんとした報告」と言いたかったの

です。これだと、何が「よく」で、何が「きちんとした」なのかが分からないので、

前者のようにしました。

　授業というのは生きもので、学習者の力とその目的、教師の力と志向、教育機関

の方針、これら三つのバランスの上に成り立っています。だから、同じ授業はあり

ません。このバランスをよく考え、学習者にとって最も有益な授業を工夫し、その

背景をなす三者について記述して、一つの授業の全体がきちんとわかるような報告

があれば、どれほど日本語教育の世界に寄与することでしょう。

　このような授業は実践されていますし、それは理論に裏打ちされ、意欲的で、新

しい教授法につながります。

　ただ、日本語教師は記述しようとしません。責められるべきです。

　みなさまの投稿をお待ちしています。

馬場良二（査読委員長）



 日本語音声コミュニケーション 6

 Japanese Speech Communication  6

インタラクティブ PDF  版

発行  2018 年 3 月 30 日　初版 1 刷
著者  日本語音声コミュニケーション学会
  http://www.speech-data.jp/nihonsei/index.html
発行・製作  株式会社 ひつじ書房
  〒 112-0011 東京都文京区千石 2-1-2　大和ビル 2F 
  Tel.03-5319-4916  Fax.03-5319-4917
  郵便振替 00120-8-142852
  toiawase@hituzi.co.jp　http://www.hituzi.co.jp/

  ISSN　 2187-6177


